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題字は 柚原 蓮さんの作品です

議会だより

発行：愛知県豊山町議会

今日から1年生ドキドキするな～（志水小学校）

平成23年5月1日

3月定例会
NO.116利用して生かそう県営名古屋空港

学生が利用しやすいタウンバスに
23年度予算を可決
11人の議員が一般質問
県営名古屋空港の活性化
予防医療への更なる取組みで、医療費抑制を
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昨今、企業では英語を公用語にしている会社

が増えています。楽天、ユニクロしかりで、これ

からも増えていくことでしょう。私はアメリカか

ら帰国して６年経ちました。

帰国後、ずっと子供達に英語を教えていま

す。子供達には良い意味で毎日驚かされること

ばかりです。

最近私は子供達に英語でストーリーを考えさ

せています。すると皆は私がびっくりするような

話を英語で作ってくれます。

私は海外旅行に行く度、英語が話せて良かっ

たと実感します。私には英語以外、特技はありま

せんが、今の子供達の中には音楽、スポーツ、芸

術等様々な才能を持った子供達

がたくさんいます。英語はその子

供達がやがて世界へ羽ばたく時

の貴重な道具になると思います。

これからも子供達の果てしない

可能性を信じ、夢を支え、そして

共に学んでいきたいと思います。

■委 員 長　粟田　昌子

■副委員長　今村　一正

■委　　員　安藤　春一

　　　　　　坪井　武成

　　　　　　尾野　康雄

青山　河村 美紀さん

編集委員
編集後記
１期４年、年４回の議会だより作成に携
わりました。不慣れな私達でしたが、研修
会に参加したり他町の編集委員会を訪問
したりして研さんを積みました。わかりや
すく、読みやすい「住民のための住民の広
報」を目指してきました。
トピックス欄を設けたり、反対・賛成の討
論も載せました。ご感想は如何でしょうか。

毎回、児童の活気に満ちた写真で表紙
を飾ってくださった３小学校の先生方、あ
りがとうございました。また、読者コーナー
に寄稿してくださった方々に感謝申し上げ
ます。
次回からは新議員による議会だよりを

お届けします。
４年間、ご愛読頂きありがとうございま

した。

１日目は牧之原市を訪問し、空港を利活用した地域づくりとして、
①お茶流通拠点事業、②アジアンテイスト事業、③エアポートエコ
ミュージアム事業、④新幹線静岡空港駅の設置と４つ構想で、空港利
用促進計画を策定している。この計画を実施していくには、地域と企
業などの協働していく必要があると説明を受けた。
２日目は、富士山静岡空港を訪問し、路線の運行は、
国内線が７路線９往復、国際線は２路線１８往復など空
港の概要説明を受けた。午後からは、㈱フジドリームエ
アラインズ（ＦＤＡ）を訪問し、会社の概要説明を受け、
その後の意見交換で利用促進と路線存続のため、行
政と協力することを確認した。

視察研修報告 空港の利用促進、路線存続に向けて

（株）フジドリーム
エアラインズ

フライト
シミュレーター

平成２３年２月１日（火）から２日（水）
静岡県牧之原市役所　富士山静岡空港㈱
㈱フジドリームエアラインズ

と　き
場　所
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町税
33億2600万円繰入金

2億4000万円

諸収入
1億8300万円

繰越金 5200万円

分担金及び負担金・
使用料及び手数料・
財産収入・寄附金 
1億5700万円

地方譲与税・
自動車取得税 
7400万円

利子割交付金・
配当割交付金・
株式等譲渡所得交付金・
交通安全対策特別交付金 
1600万円

地方消費税交付金 
1億8200万円

国有提供施設等所在市町村
助成交付金 1億400万円

地方交付税・地方特例交付金 4000万円 町債（借金）1億9700万円

県支出金
2億2800万円

国庫支出金
3億7700万円

議会費 1億3500万円

総務費
7億5800万円 

民生費
16億8800万円

衛生費
7億1000万円

労働費 6万円

農林水産業費
7500万円

商工費
8900万円

土木費
5億5000万円

消防費
2億6300万円

教育費
7億6700万円

公債費（借金返済）
1億3100万円 

予備費 1000万円

■予算総額
歳入歳出５１億７６００万円
（対前年７，６００万円減）

議　　案 予算額 採決 結果

平成２３年度国民健康保険特別会計予算

平成２３年度後期高齢者医療特別会計予算

平成２３年度介護保険特別会計予算

平成２３年度介護サービス事業特別会計予算

平成２３年度公共下水道事業特別会計予算

１３億８６００万円

１億２０００万円

６億６０００万円

２００万円

６億８５００万円

賛成１１
反対  ２
賛成１１
反対  ２

全員賛成

全員賛成

全員賛成

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

■主な事業
子ども手当３億５９００万円、豊山チャンネ
ルデジタル化１０１５万円、大山川堤防道
路整備（実施設計費等）４９６万円、新栄小
学校太陽光発電工事４５００万円など。

歳入
５１億７６００万円

歳出
５１億７６００万円

国政に振り回される自治体は大変厳しい状
態である。町にとっては臨時財政対策債発
行制限にも影響が及んでいる。そんな中、
厳しい生活を送る人に対する救済策は国

保窓口負担減免制度だけである。職員の新規採用は定
数削減に追いつかない状況であり、保育園運営や学童保
育など子育て支援後退の原因ともなっている。また、不足
する特別養護老人ホーム対策としての第５特養の建設に
あたっては、用地確保では鑑定評価以上の金額での買
収、施設建設費では、県の補助対象外施設の債務補償な
ど極めて不透明な財政支援を指摘して反対討論とする。

予算編成に当たって、激変する県営名古屋
空港の利用促進PR活動や助成制度の新設
は評価する。依然として厳しい財政状況の中
での東日本大震災。影響は計り知れないもの

があるが、極めて先進的な町の耐震施策に加えて、久田良木
川治水対策への取り組みは評価する。また、有識者懇談会の
提言が予算に着実に反映されていることや、第４次総合計画
推進に当たって、分野別目標達成に向けて予算編成されてい
ること、更には各款項の予算について、議員の要望した項目
が随所に取り入れられていることなどを大いに評価する。その
上で事業の円滑な進行を期待して賛成討論とする。

固定資産評価審査委員会委員の選任

固定資産評価審査委員会委員の選任

総合福祉センターの設置及び管理に関する条例の制定

福祉作業所の設置及び管理に関する条例の制定

児童館の設置及び管理に関する条例の制定

母子通園施設の設置及び管理に関する条例の制定

職員の給与に関する条例の一部改正

手数料条例の一部改正

児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

農業委員定数条例の一部改正

金融貸付制度に関する条例の廃止

北名古屋衛生組合規約の変更

平成２２年度一般会計補正予算（第７号）

平成２２年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

平成２２年度老人保健特別会計補正予算（第２号）

平成２２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

平成２２年度介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成２２年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

同 意

同 意

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

否 決

愛知県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び愛知県市町村職員退職手当組合規約の変更

愛知県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少
及び愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更

賛成   ２
反対 １１

採 決議　　　案 結 果

一般会計予算討論

反対 賛成

平
成
２３
年
度

賛
成 

１１
人 

・ 

反
対 

２
人

審議結果

議決されたその他の議案
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な
る
。

　
中
部
国
際
空
港
の
着
陸
料

引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は
、

現
時
点
で
は
予
測
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
引
き
下

げ
の
影
響
を
注
意
深
く
見

守
っ
て
い
く
。

　
町
は
、
春
日
井
市
、
小
牧

市
と
連
携
し
、
２
月
初
め
か

ら
「
県
営
名
古
屋
空
港
『
空

の
路
ひ
ろ
め
隊
』」
と
い
う

名
称
で
愛
知
、
岐
阜
、
長
野

県
内
の
自
治
体
を
訪
問
し
て

県
営
名
古
屋
空
港
の
利
便
性

の
高
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
県
営
名
古

屋
空
港
の
利
用
促
進
活
動
を

通
じ
て
、Ｆ
Ｄ
Ａ
の
路
線
の
維

持
・
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

AA

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
撤
退
後
、Ｆ

Ｄ
Ａ（
フ
ジ
ド
リ
ー
ム

エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
）
の
み
の
就

航
と
な
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
撤
退
に
よ
る
財
政

的
影
響
、
ま
た
今
後
の
Ｐ
Ｒ

活
動
、
県
へ
の
働
き
か
け
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

QQ

ＦＤＡと共に空港活性化を

　昨年の４月ジェイエアが、県営名古屋空港から撤退を発
表、１年を経過し全路線撤退しました。あとを受けフジド
リームエアラインズ（ＦＤＡ）が、福岡便、熊本便を就航しま
した。本町のまちづくりは空港無くして考えられません。
　これ以上就航便が増えることはあっても減ることはでき
ません。町をあげて空港の一層の拡大を目指し、応援しな
くてはなりません。
　そこで、空港利用促進制度を新設し、県営名古屋空港を
利用された町民に航空運賃の助成を行います。助成額は、
大人往復６千円、片道３千円、子どもは大人の半額とし、助
成回数の制限はありません。利用の場合は、事前に役場総
務課へお問い合わせください。

　地域公共交通総合連携計画では、タウンバスの新しい乗
車サービスとして定期券の導入を行う予定です。まず、学生
の利用促進のため、通学定期券の先行導入を検討します。
　しかし、午前の特定時間に利用者が集中することが見込
まれます。乗車定員２８名で、積み残しが出ることも予想さ
れるため専門家やバス事業者の意見を聞いて、慎重に進め
たいとのことです。１日も早い実現を期待しています。

町議会　をクリック　　

  ７日（月） 本会議（議案上程、説明）

  １４日（月） 本会議（一般質問）

  １５日（火） 本会議（議案質疑）

  １６日（水） 本会議（議案質疑）

  １７日（木） 福祉建設委員会

  ２２日（火） 総務文教委員会

  ２５日（金） 本会議
   （委員会審査報告、討論、採決）

会期：３月７日（月）～２５日（金）

３月定例会の
あらまし

利用して生かそう県営名古屋空港

学生が利用しやすい
タウンバスに

町のホームページから会議録がご覧いただけます http://www.town.toyoyama.lg.jp/

みんなで利用しようFDA

タウンバスに通学定期券の導入を

通学定期券の先行導入を検討

QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.116　平成23年5月1日
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Ａ
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岡
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①
事
前
に
話
は
一
切

な
く
新
聞
報
道
で
初

め
て
知
っ
た
。

②
管
理
者
で
あ
る
愛
知
県
の

考
え
方
と
し
て
は
、「
着
陸

料
の
値
下
げ
は
空
港
会
社
の

経
営
判
断
で
あ
り
、
従
来
の

方
針
に
は
変
更
は
な
い
」
と

の
こ
と
で
あ
る
。

③
県
営
名
古
屋
空
港
存
続
の

た
め
利
用
促
進
活
動
を
継
続

し
て
行
く
。

AA

「
中
部
空
港
か
ら
国

内
線
で
１
０
０
席
以

下
の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
を
飛
ば

す
」
と
中
部
首
脳
。
機
能
移

転
す
る
と
き
の
約
束
は
ど
う

な
っ
た
か
。

　
１
０
０
席
以
下
の
就
航
は

県
営
名
古
屋
空
港
の
筈
。
県

営
の
地
元
に
何
の
事
前
連
絡

も
な
く
一
方
的
。
中
部
の
空

の
基
礎
を
つ
く
っ
た
の
は
、

血
の
出
る
歴
史
を
持
つ
名
古

屋
空
港
で
は
な
い
か
。
今
の

や
り
方
は
、
強
き
を
生
か
し

弱
き
を
殺
す
と
い
っ
た
弱
肉

強
食
の
典
型
だ
。
当
初
の
一

都
市
二
空
港
の
精
神
は
ど
こ

へ
い
っ
た
か
。

①
事
前
に
２
市
１
町
に
話
は

あ
っ
た
か
。

②
愛
知
県
の
考
え
は
、
本
町

と
の
調
整
は
。

③
町
は
ど
う
対
応
す
る
か

QQ

4.5
ｍ
と
狭
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
土
地
改
良
時
に

北
側
全
て
と
南
側
の
一
部
に

既
存
住
宅
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。

　
拡
幅
す
る
に
は
、
両
側
の

土
地
の
買
収
、
物
件
補
償
及

び
営
業
補
償
が
必
要
と
な

る
。

　
将
来
的
に
は
、
道
路
幅
員

を
７
ｍ
で
改
良
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
青
山
江
川
交
差
点

か
ら
東
側
の
町
道

は
、
現
況
幅
員
が
3.5
ｍ
か
ら

AA
　
以
前
に
も
質
問
し

た
。
こ
の
問
題
は
、

歴
史
的
な
問
題
や
ら
地
主
さ

ん
の
意
向
や
ら
難
し
い
と
思

う
が
、
住
民
の
方
々
は
勿
論
、

通
行
車
両
ま
た
、
タ
ウ
ン
バ

ス
も
困
っ
て
い
る
。
地
主
さ

ん
と
よ
く
話
し
合
い
逐
次
整

備
を
。

QQ

拡幅整備が待たれる交差点

安
藤 

春
一 

議
員

坪
井 

武
成 

議
員

Q.
人
の
心
も
経
済
も
元
気
に
す
る
に
は

A.
空
港
利
用
促
進
の
た
め

助
成
制
度
を
新
設

Q.
約
束
違
反
の
中
部
国
際
空
港

A.
県
営
名
古
屋
空
港
は
路
線
の

存
続・拡
大
に
努
め
る

町
の
中
心
地
と
神
明

公
園
を
徒
歩
や
自
転

車
で
安
全
・
快
適
に
結
ぶ
、

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
と

し
て
、
め
ぐ
み
橋
か
ら
神
明

公
園
ま
で
の
大
山
川
右
岸
堤

防
道
路
を
、
歩
道
と
し
て
整

備
す
る
た
め
の
概
略
設
計
を

行
っ
た
。

　
平
成
23
年
度
は
、
事
業
実

施
の
た
め
の
路
線
測
量
調
査

を
実
施
す
る
。

　
町
民
の
方
々
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、「
県
営
名
古

屋
空
港
利
用
促
進
助
成
制

度
」
を
新
設
す
る
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
多
く

の
町
民
が
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス

に
県
営
名
古
屋
空
港
を
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
名
古
屋
空
港
は
60
年
以
上

の
歴
史
を
持
ち
、
多
く
の
先

人
の
ご
苦
労
、
ご
努
力
に
よ

り
今
日
の
姿
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
路
線
存
続
活

動
の
中
で
、
こ
う
し
た
名
古

屋
空
港
の
歴
史
を
機
会
あ
る

ご
と
に
訴
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
町
の
広
報
紙
な

ど
様
々
な
広
報
手
段
を
活
用

し
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

AA

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た

神
明
公
園
に
、み
ん

な
が
安
全
に
簡
単
に
や
っ
て

来
る
。大
山
川
の
水
辺
ロ
ー

ド
は
、ま
さ
に
夢
の
道
と
い

え
よ
う
。

　
私
が
夢
で
描
く
町
民
の
心

と
心
を
繋
ぐ
歩
行
者
専
用
道

路
を
、考
え
て
い
る
か
。

　
県
営
名
古
屋
空
港
は
正
念

場
を
迎
え
て
い
る
。３
月
27

日
、熊
本
便
就
航
の
朗
報
は

周
知
の
と
お
り
。今
後
更
な

る
拡
充
を
図
る
た
め
、町
と

し
て
の
利
用
促
進
策
を
持
っ

て
い
る
か
。Ｆ
Ｄ
Ａ
は
10
億
円

以
上
の
開
発
費
を
投
入
、さ

ら
に
積
極
的
に
ツ
ア
ー
を
仕

掛
け
る
と
の
こ
と
。議
会
も

町
民
も
応
援
・
協
力
を
し
て

い
き
た
い
。

　
名
古
屋
空
港
の
成
り
立
ち

は
、先
人
の
血
と
汗
が
原
点

で
あ
る
。他
の
空
港
と
は
次

元
が
異
な
る
誇
り
あ
る
歴
史

を
、利
用
促
進
と
合
わ
せ
、改

め
て
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、努
め
ら
れ
た

い
。

QQ

人の心も経済も元気になるＦＤＡ

Q.青山江川交差点の拡幅整備を
A.拡幅には土地買収や
物件・営業補償が必要

QQ＆AA
一般質問
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とよやま議会だよりNO.116　平成23年5月1日
6

とよやま議会だよりNO.116　平成23年5月1日
7



①
事
前
に
話
は
一
切

な
く
新
聞
報
道
で
初

め
て
知
っ
た
。

②
管
理
者
で
あ
る
愛
知
県
の

考
え
方
と
し
て
は
、「
着
陸

料
の
値
下
げ
は
空
港
会
社
の

経
営
判
断
で
あ
り
、
従
来
の

方
針
に
は
変
更
は
な
い
」
と

の
こ
と
で
あ
る
。

③
県
営
名
古
屋
空
港
存
続
の

た
め
利
用
促
進
活
動
を
継
続

し
て
行
く
。

AA

「
中
部
空
港
か
ら
国

内
線
で
１
０
０
席
以

下
の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
を
飛
ば

す
」
と
中
部
首
脳
。
機
能
移

転
す
る
と
き
の
約
束
は
ど
う

な
っ
た
か
。

　
１
０
０
席
以
下
の
就
航
は

県
営
名
古
屋
空
港
の
筈
。
県

営
の
地
元
に
何
の
事
前
連
絡

も
な
く
一
方
的
。
中
部
の
空

の
基
礎
を
つ
く
っ
た
の
は
、

血
の
出
る
歴
史
を
持
つ
名
古

屋
空
港
で
は
な
い
か
。
今
の

や
り
方
は
、
強
き
を
生
か
し

弱
き
を
殺
す
と
い
っ
た
弱
肉

強
食
の
典
型
だ
。
当
初
の
一

都
市
二
空
港
の
精
神
は
ど
こ

へ
い
っ
た
か
。

①
事
前
に
２
市
１
町
に
話
は

あ
っ
た
か
。

②
愛
知
県
の
考
え
は
、
本
町

と
の
調
整
は
。

③
町
は
ど
う
対
応
す
る
か

QQ

4.5
ｍ
と
狭
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
土
地
改
良
時
に

北
側
全
て
と
南
側
の
一
部
に

既
存
住
宅
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。

　
拡
幅
す
る
に
は
、
両
側
の

土
地
の
買
収
、
物
件
補
償
及

び
営
業
補
償
が
必
要
と
な

る
。

　
将
来
的
に
は
、
道
路
幅
員

を
７
ｍ
で
改
良
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
青
山
江
川
交
差
点

か
ら
東
側
の
町
道

は
、
現
況
幅
員
が
3.5
ｍ
か
ら

AA
　
以
前
に
も
質
問
し

た
。
こ
の
問
題
は
、

歴
史
的
な
問
題
や
ら
地
主
さ

ん
の
意
向
や
ら
難
し
い
と
思

う
が
、
住
民
の
方
々
は
勿
論
、

通
行
車
両
ま
た
、
タ
ウ
ン
バ

ス
も
困
っ
て
い
る
。
地
主
さ

ん
と
よ
く
話
し
合
い
逐
次
整

備
を
。

QQ

拡幅整備が待たれる交差点

安
藤 

春
一 

議
員

坪
井 

武
成 

議
員

Q.
人
の
心
も
経
済
も
元
気
に
す
る
に
は

A.
空
港
利
用
促
進
の
た
め

助
成
制
度
を
新
設

Q.
約
束
違
反
の
中
部
国
際
空
港

A.
県
営
名
古
屋
空
港
は
路
線
の

存
続・拡
大
に
努
め
る

町
の
中
心
地
と
神
明

公
園
を
徒
歩
や
自
転

車
で
安
全
・
快
適
に
結
ぶ
、

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
と

し
て
、
め
ぐ
み
橋
か
ら
神
明

公
園
ま
で
の
大
山
川
右
岸
堤

防
道
路
を
、
歩
道
と
し
て
整

備
す
る
た
め
の
概
略
設
計
を

行
っ
た
。

　
平
成
23
年
度
は
、
事
業
実

施
の
た
め
の
路
線
測
量
調
査

を
実
施
す
る
。

　
町
民
の
方
々
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、「
県
営
名
古

屋
空
港
利
用
促
進
助
成
制

度
」
を
新
設
す
る
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
多
く

の
町
民
が
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス

に
県
営
名
古
屋
空
港
を
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
名
古
屋
空
港
は
60
年
以
上

の
歴
史
を
持
ち
、
多
く
の
先

人
の
ご
苦
労
、
ご
努
力
に
よ

り
今
日
の
姿
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
路
線
存
続
活

動
の
中
で
、
こ
う
し
た
名
古

屋
空
港
の
歴
史
を
機
会
あ
る

ご
と
に
訴
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
町
の
広
報
紙
な

ど
様
々
な
広
報
手
段
を
活
用

し
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

AA

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た

神
明
公
園
に
、み
ん

な
が
安
全
に
簡
単
に
や
っ
て

来
る
。大
山
川
の
水
辺
ロ
ー

ド
は
、ま
さ
に
夢
の
道
と
い

え
よ
う
。

　
私
が
夢
で
描
く
町
民
の
心

と
心
を
繋
ぐ
歩
行
者
専
用
道

路
を
、考
え
て
い
る
か
。

　
県
営
名
古
屋
空
港
は
正
念

場
を
迎
え
て
い
る
。３
月
27

日
、熊
本
便
就
航
の
朗
報
は

周
知
の
と
お
り
。今
後
更
な

る
拡
充
を
図
る
た
め
、町
と

し
て
の
利
用
促
進
策
を
持
っ

て
い
る
か
。Ｆ
Ｄ
Ａ
は
10
億
円

以
上
の
開
発
費
を
投
入
、さ

ら
に
積
極
的
に
ツ
ア
ー
を
仕

掛
け
る
と
の
こ
と
。議
会
も

町
民
も
応
援
・
協
力
を
し
て

い
き
た
い
。

　
名
古
屋
空
港
の
成
り
立
ち

は
、先
人
の
血
と
汗
が
原
点

で
あ
る
。他
の
空
港
と
は
次

元
が
異
な
る
誇
り
あ
る
歴
史

を
、利
用
促
進
と
合
わ
せ
、改

め
て
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、努
め
ら
れ
た

い
。

QQ

人の心も経済も元気になるＦＤＡ

Q.青山江川交差点の拡幅整備を
A.拡幅には土地買収や
物件・営業補償が必要

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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新耐震基準を満たしている町営住宅

粟田 昌子 議員

Q.
高
齢
者
の
買
い
物
難
民

対
策
を

A.
町
独
自
サ
ー
ビ
ス
で

対
応

Q.タウンバスに学割を
A.連携計画を踏まえ、
慎重に実施していく

　
高
齢
で
運
転
免
許

証
を
返
上
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
車
が
な
く
て
は
、

買
い
物
を
ど
う
し
よ
う
。
足

腰
も
弱
く
な
り
、
車
の
な
い

生
活
に
不
安
を
覚
え
て
い
る

お
年
寄
り
が
増
え
て
い
る
。

　
介
護
認
定
ま
で
は
行
か
な

い
狭
間
の
お
年
よ
り
支
援
を

ど
う
す
る
か
。
町
と
し
て
の

施
策
は
何
か
。

　
地
域
事
情
に
よ
り

対
策
は
異
な
る
。
高

齢
者
の
日
常
的
な
生
活
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
町

独
自
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に

　
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン

バ
ス
は
、
学
生
の
利

用
が
少
な
い
。
名
古
屋
市
内

に
通
学
す
る
学
生
の
学
割
や

定
期
券
等
の
制
度
を
導
入
し

て
、
学
生
の
便
宜
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
域
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。

　
本
計
画
で
は
、
と
よ
や
ま

タ
ウ
ン
バ
ス
の
新
し
い
乗
車

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
定
期
券

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
特
に
、
通
学
定
期
券
に
つ

い
て
は
、
先
行
し
て
導
入
を

検
討
す
る
。

　
定
期
券
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
利
用
者
負
担
の
軽
減

や
積
み
残
し
発
生
の
抑
制
等

に
留
意
し
な
が
ら
、
慎
重
に

進
め
る
。

QQ

QQAA

タウンバスに学割を

AA

　
①
豊
山
住
宅
全
体

で
73
・
４
％
、
サ
ニ
ー

コ
ー
ト
若
宮
は
50
％
、
町
営

住
宅
は
96
・
７
％
。

②
町
営
住
宅
は
、
新
耐
震
基

準
で
建
築
さ
れ
て
い
る
た
め

耐
震
診
断
は
不
要
。

③
町
営
住
宅
は
必
要
な
い

　
①
現
在
の
県
営
住

宅
及
び
町
営
住
宅
の

入
居
率
は
。

②
耐
震
診
断
は
ど
う
か
。

③
現
在
の
建
物
の
改
修
工
事

は
ど
う
か
。

QQ

熊沢 直紀 議員

Q.公営住宅の現状と今後の対策は
A.町営住宅は新耐震基準を
満たしている

Q.
中
学
校
の
社
会
科
歴
史

教
科
書
の
採
択
方
法
は

A.
内
容
や
編
集
は
適
切

　
①
市
町
村
教
育
委

員
会
は
、
独
自
の
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

②
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会

で
は
審
議
内
容
が
公
開
さ
れ

る
か
。

③
豊
山
町
は
愛
日
地
区
で
余

り
に
も
広
域
だ
が
、
教
育
委

員
会
よ
り
、
町
単
独
又
は
、

も
っ
と
細
分
化
す
る
よ
う
に

提
言
し
て
は
ど
う
か
。

④
新
た
に
加
わ
っ
た
「
道
徳

心
」「
伝
統
と
文
化
」「
愛
国

心
」
の
理
念
に
基
づ
い
た
教

科
書
の
選
定
を
望
む
が
。

　
ま
と
も
な
「
国
家
観
」・「
日

本
人
と
し
て
の
誇
り
」
を
持
た

せ
る
た
め
に
は
適
切
な
歴
史
教

科
書
を
選
定
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
、教
育
長
の
所
見
は
。

　
①
意
見
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
る
。

②
会
議
は
、
非
公
開
と
さ
れ

て
い
る
。
議
事
録
は
、
公
開

さ
れ
て
い
る
。

③
適
正
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

④
内
容
や
編
集
は
適
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

AA

QQ

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

よ
る
、
買
い
物
を
始
め
掃
除
、

洗
濯
等
の
生
活
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
で

は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
で
は
「
自
立
」
判
定
で
あ
っ

た
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の

高
齢
者
で
、
緊
急
・
一
時
的

に
生
活
支
援
が
必
要
と
な
る

場
合
に
は
、
豊
山
町
ケ
ア
会

議
で
要
介
助
者
認
定
を
受
け

る
だ
け
で
、
利
用
で
き
る
事

業
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』

名
古
屋
空
港
問
題
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新耐震基準を満たしている町営住宅

粟田 昌子 議員
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高
齢
者
の
買
い
物
難
民

対
策
を

A.
町
独
自
サ
ー
ビ
ス
で

対
応

Q.タウンバスに学割を
A.連携計画を踏まえ、
慎重に実施していく

　
高
齢
で
運
転
免
許

証
を
返
上
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
車
が
な
く
て
は
、

買
い
物
を
ど
う
し
よ
う
。
足

腰
も
弱
く
な
り
、
車
の
な
い

生
活
に
不
安
を
覚
え
て
い
る

お
年
寄
り
が
増
え
て
い
る
。

　
介
護
認
定
ま
で
は
行
か
な

い
狭
間
の
お
年
よ
り
支
援
を

ど
う
す
る
か
。
町
と
し
て
の

施
策
は
何
か
。

　
地
域
事
情
に
よ
り

対
策
は
異
な
る
。
高

齢
者
の
日
常
的
な
生
活
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
町

独
自
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に

　
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン

バ
ス
は
、
学
生
の
利

用
が
少
な
い
。
名
古
屋
市
内

に
通
学
す
る
学
生
の
学
割
や

定
期
券
等
の
制
度
を
導
入
し

て
、
学
生
の
便
宜
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
域
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。

　
本
計
画
で
は
、
と
よ
や
ま

タ
ウ
ン
バ
ス
の
新
し
い
乗
車

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
定
期
券

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
特
に
、
通
学
定
期
券
に
つ

い
て
は
、
先
行
し
て
導
入
を

検
討
す
る
。

　
定
期
券
の
導
入
に
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て
は
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利
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負
担
の
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や
積
み
残
し
発
生
の
抑
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等

に
留
意
し
な
が
ら
、
慎
重
に

進
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る
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QQ

QQAA

タウンバスに学割を

AA

　
①
豊
山
住
宅
全
体

で
73
・
４
％
、
サ
ニ
ー

コ
ー
ト
若
宮
は
50
％
、
町
営

住
宅
は
96
・
７
％
。

②
町
営
住
宅
は
、
新
耐
震
基

準
で
建
築
さ
れ
て
い
る
た
め

耐
震
診
断
は
不
要
。

③
町
営
住
宅
は
必
要
な
い

　
①
現
在
の
県
営
住

宅
及
び
町
営
住
宅
の

入
居
率
は
。

②
耐
震
診
断
は
ど
う
か
。

③
現
在
の
建
物
の
改
修
工
事

は
ど
う
か
。

QQ

熊沢 直紀 議員

Q.公営住宅の現状と今後の対策は
A.町営住宅は新耐震基準を
満たしている

Q.
中
学
校
の
社
会
科
歴
史

教
科
書
の
採
択
方
法
は

A.
内
容
や
編
集
は
適
切

　
①
市
町
村
教
育
委

員
会
は
、
独
自
の
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

②
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会

で
は
審
議
内
容
が
公
開
さ
れ

る
か
。

③
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町
は
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日
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で
余

り
に
も
広
域
だ
が
、
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育
委
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会
よ
り
、
町
単
独
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は
、

も
っ
と
細
分
化
す
る
よ
う
に

提
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し
て
は
ど
う
か
。

④
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に
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た
「
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伝
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と
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」「
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」
の
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に
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た
教
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書
の
選
定
を
望
む
が
。

　
ま
と
も
な
「
国
家
観
」・「
日

本
人
と
し
て
の
誇
り
」
を
持
た

せ
る
た
め
に
は
適
切
な
歴
史
教

科
書
を
選
定
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
、教
育
長
の
所
見
は
。

　
①
意
見
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
る
。

②
会
議
は
、
非
公
開
と
さ
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て
い
る
。
議
事
録
は
、
公
開

さ
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て
い
る
。

③
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で
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る
と
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し
て

い
る
。

④
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容
や
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は
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で
あ

る
と
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る
。

AA

QQ

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
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を
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、
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濯
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業
を

行
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る
。
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で

は
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介
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の
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定
で
は
「
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で
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た
が
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ひ
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ら
し
等
の

高
齢
者
で
、
緊
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・
一
時
的

に
生
活
支
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が
必
要
と
な
る

場
合
に
は
、
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山
町
ケ
ア
会
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で
要
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認
定
を
受
け

る
だ
け
で
、
利
用
で
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る
事
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で
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。
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の
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』
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屋
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港
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題
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①
予
防
医
療
で
の

町
の
新
た
な
取
組
み

の
予
定
は
な
い
。

②
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等

の
受
診
費
用
の
一
部
自
己
負

担
は
、
現
行
ど
お
り
お
願
い

す
る
。
な
お
、
国
庫
補
助
制

度
に
よ
る
女
性
特
有
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

５
年
経
過
後
で
の
国
の
施
策

の
動
向
を
み
て
、
制
度
継
続

を
考
え
る
。

③
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任

意
接
種
に
対
し
て
は
、
新
年

度
当
初
の
早
い
時
期
に
、
接

種
費
の
９
割
の
公
費
助
成
を

開
始
す
る
。
ま
た
、
水
ぼ
う

そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
国
で
の
検
討

結
果
等
を
踏
ま
え
、
公
費
助

成
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　
な
お
、
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
は
、
高
齢
者
の
肺

炎
予
防
で
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
補
助
制
度
を

優
先
す
る
。

④
地
域
で
の
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
有
効
性
か
ら
、

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
調
査
・
研

究
を
進
め
る
。

⑤
し
い
の
木
の
現
行
の
設
備

実
態
か
ら
、
高
齢
者
用
健
康

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
の
開
始

は
困
難
で
あ
る
。

⑥「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」
発
行
・
配
布
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。

⑦
国
保
被
保
険
者
証
の
カ
ー

ド
化
は
、
次
回
の
被
保
険
者

証
更
新
時
期
、
24
年
９
月
を

AA

　
高
齢
者
支
援
と
医

療
費
増
大
へ
の
対
策

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
以

下
の
点
を
聞
く
。

①
予
防
医
療
に
向
け
た
、
現

状
と
今
後
の
対
策
は
。

②
が
ん
検
診
率
向
上
の
た
め

す
べ
て
の
が
ん
検
診
の
無
料

化
と
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
の
恒
久
化
は
。

③
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
水

疱
瘡
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
拡
大
は
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
お
元
気

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
は
。

⑤
高
齢
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
業
の
開
始
は
。

⑥
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
と
、「
希
望
カ
ー

ド
」
の
発
行
は
。

⑦
国
民
健
康
保
険
証
の
カ
ー

ド
化
の
時
期
は
。

⑧
う
つ
病
対
策
に
有
効
と
さ

れ
る
認
知
行
動
療
法
が
健
康

保
険
適
用
に
な
っ
た
。
患
者

の
増
加
に
対
し
て
研
究
・
研

修
を
行
い
普
及
啓
発
に
努
め

て
は
。

QQ
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Q.
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の
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問
題
の
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消
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法
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A.
適
正
な
地
籍
調
査
が
有
効

Q.
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防
医
療
へ
の
更
な
る
取
組
み
で
、医
療
費
抑
制
を

A.
任
意
予
防
接
種
は
9
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成

　
土
地
の
境
界
確
定

に
は
、
多
く
の
時
間

と
費
用
を
要
す
る
。
最
悪
の

場
合
、
隣
接
地
の
権
利
者
と

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ

と
も
あ
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止

し
、
適
正
に
公
共
用
地
や
個

人
の
財
産
を
管
理
す
る
に

は
、
地
籍
調
査
に
よ
り
、
正

確
な
登
記
簿
、
地
籍
図
を
作

成
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
で

あ
る
。

　
地
籍
調
査
の
実
施
主
体
は

基
本
的
に
は
市
町
村
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的

な
経
費
は
公
費
で
賄
わ
れ

る
。一
方
、地
権
者
の
役
割
は
、

土
地
境
界
を
確
定
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　
地
籍
調
査
と
は
官
民
が
協

力
し
て
正
確
な
土
地
の
情
報
を

つ
く
り
あ
げ
る
作
業
で
あ
る
。

　
同
時
に
地
権
者
に
と
っ
て

は
大
き
な
負
担
軽
減
の
方
策

と
い
え
る
。

　
地
籍
調
査
の
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
に
向

け
た
全
体
計
画
と
位
置
付
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
は
、
地
域
の
選
定
、

実
施
期
間
、
費
用
総
額
、
役

割
分
担
の
明
確
化
、
実
施
フ

ロ
ー
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
な
お
、
実
施
に
際
し
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
慎
重
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

AA

　
現
在
、
町
で
は
多

く
の
土
地
売
買
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
建
物
を
建
て
る
場
合
も
測

量
登
記
が
行
わ
れ
る
。
最
近
、

特
に
土
地
境
界
関
係
の
争

い
、
も
め
ご
と
な
ど
よ
く
耳

に
す
る
。
個
人
が
隣
の
境
界

を
決
定
す
る
場
合
や
、
分
筆

登
記
す
る
と
き
、
土
地
確
定

を
土
地
家
屋
調
査
士
に
依
頼

す
る
が
、
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
。
道
路
・
水
路
の

境
界
立
会
い
は
、
町
も
県
公

共
嘱
託
土
地
家
屋
調
査
士
協

会
に
委
託
し
、
双
方
に
多
額

の
費
用
が
発
生
す
る
。

　
特
に
旧
集
落
地
区
の
土
地

に
つ
い
て
は
、
不
規
則
な
形

状
の
土
地
が
多
く
あ
り
、
境

界
確
定
が
難
し
く
時
間
も
か

か
る
。
時
に
は
不
調
と
な
る

こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

測
量
費
が
、
個
人
・
町
双
方

が
負
担
軽
減
で
き
る
方
策
は

な
い
も
の
か
。

　
平
成
23
年
度
に
地
籍
調
査

の
た
め
の
基
本
調
査
計
画
を

作
成
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
か
。

QQ

２３年度から地籍基礎調査を開始

予
定
す
る
。

⑧
う
つ
病
に
有
効
な
認
知
行

動
療
法
は
、
現
在
、
医
師
が

治
療
し
た
場
合
に
、
健
康
保

険
の
適
用
が
あ
る
た
め
、
心

の
健
康
相
談
の
場
を
活
用

し
、
個
別
指
導
の
必
要
な
方

へ
は
、
医
師
・
臨
床
心
理
士

の
相
談
を
受
け
る
こ
と
を
勧

奨
す
る
。
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一
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制
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５
年
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。
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菌
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任
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接
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接

種
費
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９
割
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公
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す
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ワ
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踏
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検
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。
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菌
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齢
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の
開
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は
困
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で
あ
る
。
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品
希

望
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ー
ド
」
発
行
・
配
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に

つ
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て
は
検
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す
る
。

⑦
国
保
被
保
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者
証
の
カ
ー

ド
化
は
、
次
回
の
被
保
険
者

証
更
新
時
期
、
24
年
９
月
を
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者
支
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大
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で
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下
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点
を
聞
く
。

①
予
防
医
療
に
向
け
た
、
現

状
と
今
後
の
対
策
は
。

②
が
ん
検
診
率
向
上
の
た
め

す
べ
て
の
が
ん
検
診
の
無
料

化
と
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
の
恒
久
化
は
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・
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成
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大
は
。
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気
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は
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者
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の
開
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は
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進
と
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の
発
行
は
。

⑦
国
民
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の
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の
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期
は
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に
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動
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が
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に
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。
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無料にして欲しい被災処理費用

水
野 

晃 

議
員

Q.
４
年
間
を
総
括
し
、以
下
の
項
目
を
聞
く

A.
７
項
目
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
答
弁

　
①
町
民
の
方
々
が

県
営
名
古
屋
空
港
を

利
用
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

②
余
暇
の
過
ご
し
方
も
多
様

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制

度
の
見
直
し
を
行
う
。

③
と
よ
や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
併
せ
、
設
備

更
新
し
て
い
く
。

④
有
識
者
懇
談
会
の
扶
助

費
の
評
価
・
検
証
の
対
象
は

28
事
業
、
６
億
４
６
４
２
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
町
そ
の
も
の
の
魅
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

AA

　
総
括
質
問
は
、平

成
23
年
度
町
長
施
政

方
針
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
質

問
す
る
。

①
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
利
用
促
進
で
あ

る
県
営
名
古
屋
空
港
利
用
促

進
助
成
制
度
に
つ
い
て
。

②
緑
の
休
暇
村
の
宿
泊
補
助

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

③
避
難
勧
告
等
の
判
断
、伝

達
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
お
い
て
、

緊
急
放
送
の
向
上
策
は
。

④
行
財
政
運
営
に
関
す
る
有

識
者
懇
談
会
に
よ
る
23
年
度

扶
助
費
の
評
価
・
検
証
は
。

⑤
豊
山
ふ
る
さ
と
大
使
の
創

設
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
路
線
拡
大
、Ｍ

Ｒ
Ｊ
の
機
体
最
終
組
み
立
て

も
間
近
な
今
、町
の
ア
ピ
ー

ル
に
必
要
で
は
な
い
か
。

⑥
ア
ピ
タ
西
側
町
道
４
号
線

に
昨
年
８
月
末
横
断
歩
道
が

増
設
さ
れ
た
。今
後
、近
隣
地

区
の
方
か
ら
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
機
設
置
の
要
望
が
増
し

て
い
る
。対
応
は
。

⑦
町
民
農
園
の
増
設
は
運
営

方
式
も
改
正
さ
れ
た
の
で
、

前
向
き
に
増
設
を
。

QQ

「押しボタンをつけて欲しいな」

る
と
考
え
る
。

⑥
幹
線
用
水
路
が
あ
り
、
困

難
で
あ
る
。

⑦
増
設
は
行
わ
ず
現
行
の

農
園
の
中
で
、
補
助
方
式

か
ら
貸
付
方
式
に
見
直
し

を
行
う
。

　
平
成
22
年
３
月
ま

で
は
、火
災
に
よ
り
発

生
し
た
家
財
道
具
は
、環
境

美
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、同
年
４
月

か
ら
は
、名
古
屋
市
で
ご
み
を

処
理
す
る
こ
と
に
伴
い
、火
災

に
よ
り
発
生
し
た
家
財
道
具

を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、自
己
責
任
で
処
理
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
有
識
者
懇
談
会
の
提
言
に

よ
り
、補
助
金
の
あ
り
方
の
見

直
し
で
、新
た
な
補
助
金
制
度

を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

　
平
成
22
年
３
月
、

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

の
ご
み
処
理
作
業
が
停
止
さ

れ
、
建
物
火
災
で
被
災
証
明

の
あ
る
家
財
に
つ
い
て
、
以

前
は
無
料
処
理
さ
れ
て
い
た

が
、
今
は
有
料
処
理
と
な
っ

て
い
る
。
処
理
場
の
変
更
後

も
受
け
入
れ
先
の
対
処
の
仕

方
に
全
て
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、
豊
山
町
独
自
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
考
え
、

以
前
と
同
様
に
無
料
処
理
に

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
聞
く
。

QQ

尾野 康雄 議員

Q.建物火災の被災処理費を無料に
A.処理は自己責任で

Q.
小
牧
市
と
の
合
併
は

あ
る
の
か

A.
現
時
点
で
は
、合
併
は

考
え
て
い
な
い

　
今
年
２
月
、小
牧

市
の
ト
リ
プ
ル
選
挙

に
お
い
て
「
小
牧
市
と
豊
山

町
合
併
」と
、小
牧
市
民
に
対

し
発
言
さ
れ
て
い
た
。現
在
、

町
職
員
の
小
牧
市
と
の
勉
強

会
へ
の
参
加
も
そ
の
一
端
と
も

考
え
ら
れ
る
。ま
た
、隣
接
す

る
他
の
市
と
の
勉
強
会
へ
の

参
加
の
意
思
は
あ
る
の
か
町

長
の
考
え
を
聞
く
。

　
本
町
は
、
行
財
政

運
営
と
も
に
比
較
的

安
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
全
国
で
行
な
わ
れ
て

い
る
「
平
成
の
大
合
併
」
の

検
証
で
は
、
負
の
評
価
も
決

し
て
少
な
く
な
い
。
従
っ
て

現
時
点
で
は
、
合
併
は
考
え

て
い
な
い
。

　
ま
た
、
現
在
参
加
し
て
い

る
「
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方

勉
強
会
」
は
、
地
域
主
権
改

革
の
基
で
の
基
礎
的
自
治
体

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

AA QQ

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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無料にして欲しい被災処理費用

水
野 

晃 

議
員

Q.
４
年
間
を
総
括
し
、以
下
の
項
目
を
聞
く

A.
７
項
目
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
答
弁

　
①
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の
方
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が

県
営
名
古
屋
空
港
を

利
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れ
た
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合
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一
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を
助
成
す
る
。

②
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こ
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ら
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制
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行
う
。

③
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ン
ネ
ル
の

デ
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タ
ル
化
に
併
せ
、
設
備

更
新
し
て
い
く
。

④
有
識
者
懇
談
会
の
扶
助

費
の
評
価
・
検
証
の
対
象
は

28
事
業
、
６
億
４
６
４
２
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
町
そ
の
も
の
の
魅
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

AA

　
総
括
質
問
は
、平

成
23
年
度
町
長
施
政

方
針
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
質

問
す
る
。

①
Ｆ
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の
利
用
促
進
で
あ
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古
屋
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て
。
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。
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④
行
財
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運
営
に
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す
る
有

識
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懇
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会
に
よ
る
23
年
度

扶
助
費
の
評
価
・
検
証
は
。

⑤
豊
山
ふ
る
さ
と
大
使
の
創

設
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
路
線
拡
大
、Ｍ

Ｒ
Ｊ
の
機
体
最
終
組
み
立
て

も
間
近
な
今
、町
の
ア
ピ
ー

ル
に
必
要
で
は
な
い
か
。

⑥
ア
ピ
タ
西
側
町
道
４
号
線

に
昨
年
８
月
末
横
断
歩
道
が

増
設
さ
れ
た
。今
後
、近
隣
地

区
の
方
か
ら
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
機
設
置
の
要
望
が
増
し

て
い
る
。対
応
は
。

⑦
町
民
農
園
の
増
設
は
運
営

方
式
も
改
正
さ
れ
た
の
で
、

前
向
き
に
増
設
を
。

QQ

「押しボタンをつけて欲しいな」

る
と
考
え
る
。

⑥
幹
線
用
水
路
が
あ
り
、
困

難
で
あ
る
。

⑦
増
設
は
行
わ
ず
現
行
の

農
園
の
中
で
、
補
助
方
式

か
ら
貸
付
方
式
に
見
直
し

を
行
う
。

　
平
成
22
年
３
月
ま

で
は
、火
災
に
よ
り
発

生
し
た
家
財
道
具
は
、環
境

美
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、同
年
４
月

か
ら
は
、名
古
屋
市
で
ご
み
を

処
理
す
る
こ
と
に
伴
い
、火
災

に
よ
り
発
生
し
た
家
財
道
具

を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、自
己
責
任
で
処
理
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
有
識
者
懇
談
会
の
提
言
に

よ
り
、補
助
金
の
あ
り
方
の
見

直
し
で
、新
た
な
補
助
金
制
度

を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

　
平
成
22
年
３
月
、

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

の
ご
み
処
理
作
業
が
停
止
さ

れ
、
建
物
火
災
で
被
災
証
明

の
あ
る
家
財
に
つ
い
て
、
以

前
は
無
料
処
理
さ
れ
て
い
た

が
、
今
は
有
料
処
理
と
な
っ

て
い
る
。
処
理
場
の
変
更
後

も
受
け
入
れ
先
の
対
処
の
仕

方
に
全
て
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、
豊
山
町
独
自
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
考
え
、

以
前
と
同
様
に
無
料
処
理
に

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
聞
く
。
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Q.建物火災の被災処理費を無料に
A.処理は自己責任で

Q.
小
牧
市
と
の
合
併
は

あ
る
の
か

A.
現
時
点
で
は
、合
併
は

考
え
て
い
な
い

　
今
年
２
月
、小
牧

市
の
ト
リ
プ
ル
選
挙

に
お
い
て
「
小
牧
市
と
豊
山

町
合
併
」と
、小
牧
市
民
に
対

し
発
言
さ
れ
て
い
た
。現
在
、

町
職
員
の
小
牧
市
と
の
勉
強

会
へ
の
参
加
も
そ
の
一
端
と
も

考
え
ら
れ
る
。ま
た
、隣
接
す

る
他
の
市
と
の
勉
強
会
へ
の

参
加
の
意
思
は
あ
る
の
か
町

長
の
考
え
を
聞
く
。

　
本
町
は
、
行
財
政

運
営
と
も
に
比
較
的

安
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
全
国
で
行
な
わ
れ
て

い
る
「
平
成
の
大
合
併
」
の

検
証
で
は
、
負
の
評
価
も
決

し
て
少
な
く
な
い
。
従
っ
て

現
時
点
で
は
、
合
併
は
考
え

て
い
な
い
。

　
ま
た
、
現
在
参
加
し
て
い

る
「
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方

勉
強
会
」
は
、
地
域
主
権
改

革
の
基
で
の
基
礎
的
自
治
体

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
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い
る
。そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

構
成
団
体
と
協
議
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
町
が
他
の
市
町
と

一
緒
に
や
っ
て
い
る
一

部
事
務
組
合
は
、①
水
道
・

②
衛
生
・
③
消
防
・
④
火
葬

場
・
⑤
農
業
共
済
組
合
等
が

あ
る
。
管
理
者
は
構
成
す
る

市
町
の
首
長
が
担
当
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
議
員
に
よ
る
議
会

も
あ
る
。①
②
③
は
年
報
酬
・

管
理
者
は
８
万
４
千
円
、
議

員
は
６
万
６
千
円
で
あ
る
。

④
⑤
の
管
理
者
は
無
報
酬

で
、
議
員
は
１
回
７
千
百
円

か
ら
２
百
円
で
あ
る
。
常
勤

の
首
長
の
報
酬
は
二
重
取
り

の
指
摘
も
あ
る
。

　
報
酬
に
つ
い
て

は
、年
報
酬
で
あ
っ
た

り
、日
額
制
で
あ
っ
た
り
、

各
々
の
組
合
に
よ
り
相
違
が

あ
る
。

　
旧
西
春
日
井
郡
で
構
成
す

る
一
部
事
務
組
合
に
お
い
て

は
、管
理
者
報
酬
、議
員
報
酬

と
も
に
年
報
酬
と
な
っ
て
い

る
。

　
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、様
々
の
議
論
が
さ
れ
て

QQ

野崎 孝子 議員

Q.
本
物
の
子
育
て
支
援
に

転
換
を

　
　
　
　
　
　
　

A.
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

子
育
て
支
援
を
図
る

Q.気持ち良く利用できる
供用施設の管理を

A.利用者最優先の管理を指示
野﨑 八十治 議員

Q.水道企業団等管理者及び
議員の報酬は

A.構成団体と協議していく

　
子
育
て
世
代
の
非
正

規
雇
用
・
長
時
間
労
働

は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
だ
。

①
保
育
料
の
負
担
も
重
い
。
引

下
げ
の
検
討
を
。

②
保
育
園
は
土
曜
日
保
育
と

０
・
１
歳
児
保
育
を
一
園
集
中

に
し
た
。
更
に
、
学
童
保
育
の

土
曜
日
も
１
ヶ
所
の
集
中
開
設

に
す
る
方
針
だ
が
、
こ
れ
で
子

ど
も
の
安
心
で
き
る
居
場
所
が

得
ら
れ
る
の
か
。
親
の
胸
の
痛

み
に
応
え
ら
れ
る
の
か
。

　
①
保
育
料
は
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
際

し
て
の
応
能
負
担
と
し
て
、
国
の

基
準
の
ほ
ぼ
半
分
の
負
担
水
準
で

あ
る
。
周
辺
市
町
と
の
比
較
で
も

格
別
に
高
い
保
育
料
額
の
設
定
で

は
な
い
た
め
、
現
行
の
保
育
料
額

の
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

②
保
育
園
、
な
か
よ
し
会
の
土

曜
日
集
中
運
営
は
、
土
曜
日
利

用
児
童
の
施
設
ご
と
の
偏
り
が

著
し
い
実
態
を
踏
ま
え
、
集
団

に
よ
る
保
育
指
導
や
遊
び
を
通

じ
た
生
活
指
導
を
行
う
施
設
と

し
て
の
運
営
方
針
に
基
づ
き
、

新
年
度
か
ら
移
行
す
る
も
の
で

あ
る
。な
お
、こ
の
措
置
に
よ
り
、

児
童
館
は
地
域
へ
の
土
曜
日
開

放
が
可
能
と
な
り
、
児
童
福
祉
、

児
童
厚
生
の
両
分
野
で
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

特
定
健
康
診
査
の
基
本
健
診
料

は
無
料
が
法
の
趣
旨
と
自
己
負

担
が
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は

AA

　
寒
さ
が
身
に
し
み

る
大
寒
の
頃
、
突
然

「
暖
房
温
度
は
20
度
を
超
え

な
い
こ
と
」
の
張
り
紙
と
と

も
に
、
20
度
に
も
届
か
な
く

な
っ
た
。

　
利
用
者
は
寒
さ
に
震
え
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

　
こ
の
強
権
的
・
一
方
的
な
や

り
方
は
、
な
ぜ
。
町
民
が
利

用
し
や
す
い
管
理
と
な
る
様
、

指
定
管
理
委
託
業
者
の
協
議

と
町
の
指
導
責
任
を
問
う
。

　
冷
暖
房
機
器
の
運

転
に
あ
た
っ
て
は
、

地
球
温
暖
化
の
一
因
で
あ
る

温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
設
定
温
度
を
冷
房

時
は
、
お
お
む
ね
28
度
以
上
、

暖
房
時
は
、
お
お
む
ね
19
度

以
下
と
取
り
決
め
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
下
旬
か
ら
、
各

部
屋
の
操
作
盤
の
蓋
を
固
定

し
、
設
定
温
度
20
度
以
下
で

管
理
室
か
ら
操
作
す
る
方
法

に
変
更
さ
れ
た
。

　
利
用
者
の
皆
様
が
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最

優
先
す
る
よ
う
指
定
管
理
者

に
対
し
て
指
示
を
徹
底
し
て

い
く
。

QQ

QQQ.
火
災
ご
み
の

処
理
支
援
を

　
　
　
　
　
　
　

A.
新
た
な
補
助
金
制
度
は

考
え
て
い
な
い

　
火
災
で
発
生
し
た

ご
み
を
、
全
て
自
己

処
理
し
て
い
る
自
治
体
は
豊

山
町
な
ど
、
ほ
ん
の
一
部
で

あ
る
。

　
多
く
の
自
治
体
で
は
、
担

当
職
員
が
立
会
い
、
一
般
廃

棄
物
と
し
て
町
が
処
理
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
は
無
料
で

処
理
し
て
く
れ
る
。
豊
山
町

も
そ
う
し
た
支
援
を
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
平
成
22
年
３
月
ま

で
は
、
火
災
に
よ
り

発
生
し
た
家
財
道
具
の
み
を

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
年

４
月
か
ら
、
火
災
に
よ
り
発

生
し
た
家
財
道
具
は
、
処
理

先
の
名
古
屋
市
へ
は
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

被
災
者
か
ら
相
談
を
受
け
た

場
合
は
、
処
理
で
き
る
業
者

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
単
独
の
焼
却
工
場
を
持
た

な
い
現
状
で
は
、
火
災
ご
み

の
処
理
は
自
己
責
任
で
お
願

い
す
る
方
策
以
外
は
考
え
ら

れ
な
い
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

新
知
事
の
県
営
名
古
屋
空
港

の
管
理
運
営
に
つ
い
て

AA QQ

気持ちよく利用したい供用施設

AA

一部事務組合管理者、議員報酬

北名古屋水道
北名古屋衛生
西春日井広域
尾張東部聖苑
尾張農業共済

８万４千円
組合名 管理者

同
同
なし
なし

議員

同
同

年 ６万６千円年

７,１００円
７,２００円

日当
日当

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問
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い
る
。そ
の
こ
と
を
踏
ま
え

構
成
団
体
と
協
議
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
町
が
他
の
市
町
と

一
緒
に
や
っ
て
い
る
一

部
事
務
組
合
は
、①
水
道
・

②
衛
生
・
③
消
防
・
④
火
葬

場
・
⑤
農
業
共
済
組
合
等
が

あ
る
。
管
理
者
は
構
成
す
る

市
町
の
首
長
が
担
当
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
議
員
に
よ
る
議
会

も
あ
る
。①
②
③
は
年
報
酬
・

管
理
者
は
８
万
４
千
円
、
議

員
は
６
万
６
千
円
で
あ
る
。

④
⑤
の
管
理
者
は
無
報
酬

で
、
議
員
は
１
回
７
千
百
円

か
ら
２
百
円
で
あ
る
。
常
勤

の
首
長
の
報
酬
は
二
重
取
り

の
指
摘
も
あ
る
。

　
報
酬
に
つ
い
て

は
、年
報
酬
で
あ
っ
た

り
、日
額
制
で
あ
っ
た
り
、

各
々
の
組
合
に
よ
り
相
違
が

あ
る
。

　
旧
西
春
日
井
郡
で
構
成
す

る
一
部
事
務
組
合
に
お
い
て

は
、管
理
者
報
酬
、議
員
報
酬

と
も
に
年
報
酬
と
な
っ
て
い

る
。

　
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、様
々
の
議
論
が
さ
れ
て

QQ

野崎 孝子 議員

Q.
本
物
の
子
育
て
支
援
に

転
換
を

　
　
　
　
　
　
　

A.
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

子
育
て
支
援
を
図
る

Q.気持ち良く利用できる
供用施設の管理を

A.利用者最優先の管理を指示
野﨑 八十治 議員

Q.水道企業団等管理者及び
議員の報酬は

A.構成団体と協議していく

　
子
育
て
世
代
の
非
正

規
雇
用
・
長
時
間
労
働

は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
だ
。

①
保
育
料
の
負
担
も
重
い
。
引

下
げ
の
検
討
を
。

②
保
育
園
は
土
曜
日
保
育
と

０
・
１
歳
児
保
育
を
一
園
集
中

に
し
た
。
更
に
、
学
童
保
育
の

土
曜
日
も
１
ヶ
所
の
集
中
開
設

に
す
る
方
針
だ
が
、
こ
れ
で
子

ど
も
の
安
心
で
き
る
居
場
所
が

得
ら
れ
る
の
か
。
親
の
胸
の
痛

み
に
応
え
ら
れ
る
の
か
。

　
①
保
育
料
は
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
際

し
て
の
応
能
負
担
と
し
て
、
国
の

基
準
の
ほ
ぼ
半
分
の
負
担
水
準
で

あ
る
。
周
辺
市
町
と
の
比
較
で
も

格
別
に
高
い
保
育
料
額
の
設
定
で

は
な
い
た
め
、
現
行
の
保
育
料
額

の
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

②
保
育
園
、
な
か
よ
し
会
の
土

曜
日
集
中
運
営
は
、
土
曜
日
利

用
児
童
の
施
設
ご
と
の
偏
り
が

著
し
い
実
態
を
踏
ま
え
、
集
団

に
よ
る
保
育
指
導
や
遊
び
を
通

じ
た
生
活
指
導
を
行
う
施
設
と

し
て
の
運
営
方
針
に
基
づ
き
、

新
年
度
か
ら
移
行
す
る
も
の
で

あ
る
。な
お
、こ
の
措
置
に
よ
り
、

児
童
館
は
地
域
へ
の
土
曜
日
開

放
が
可
能
と
な
り
、
児
童
福
祉
、

児
童
厚
生
の
両
分
野
で
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

特
定
健
康
診
査
の
基
本
健
診
料

は
無
料
が
法
の
趣
旨
と
自
己
負

担
が
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は

AA

　
寒
さ
が
身
に
し
み

る
大
寒
の
頃
、
突
然

「
暖
房
温
度
は
20
度
を
超
え

な
い
こ
と
」
の
張
り
紙
と
と

も
に
、
20
度
に
も
届
か
な
く

な
っ
た
。

　
利
用
者
は
寒
さ
に
震
え
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

　
こ
の
強
権
的
・
一
方
的
な
や

り
方
は
、
な
ぜ
。
町
民
が
利

用
し
や
す
い
管
理
と
な
る
様
、

指
定
管
理
委
託
業
者
の
協
議

と
町
の
指
導
責
任
を
問
う
。

　
冷
暖
房
機
器
の
運

転
に
あ
た
っ
て
は
、

地
球
温
暖
化
の
一
因
で
あ
る

温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
設
定
温
度
を
冷
房

時
は
、
お
お
む
ね
28
度
以
上
、

暖
房
時
は
、
お
お
む
ね
19
度

以
下
と
取
り
決
め
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
下
旬
か
ら
、
各

部
屋
の
操
作
盤
の
蓋
を
固
定

し
、
設
定
温
度
20
度
以
下
で

管
理
室
か
ら
操
作
す
る
方
法

に
変
更
さ
れ
た
。

　
利
用
者
の
皆
様
が
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最

優
先
す
る
よ
う
指
定
管
理
者

に
対
し
て
指
示
を
徹
底
し
て

い
く
。

QQ

QQQ.
火
災
ご
み
の

処
理
支
援
を

　
　
　
　
　
　
　

A.
新
た
な
補
助
金
制
度
は

考
え
て
い
な
い

　
火
災
で
発
生
し
た

ご
み
を
、
全
て
自
己

処
理
し
て
い
る
自
治
体
は
豊

山
町
な
ど
、
ほ
ん
の
一
部
で

あ
る
。

　
多
く
の
自
治
体
で
は
、
担

当
職
員
が
立
会
い
、
一
般
廃

棄
物
と
し
て
町
が
処
理
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
は
無
料
で

処
理
し
て
く
れ
る
。
豊
山
町

も
そ
う
し
た
支
援
を
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
平
成
22
年
３
月
ま

で
は
、
火
災
に
よ
り

発
生
し
た
家
財
道
具
の
み
を

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
年

４
月
か
ら
、
火
災
に
よ
り
発

生
し
た
家
財
道
具
は
、
処
理

先
の
名
古
屋
市
へ
は
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

被
災
者
か
ら
相
談
を
受
け
た

場
合
は
、
処
理
で
き
る
業
者

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
単
独
の
焼
却
工
場
を
持
た

な
い
現
状
で
は
、
火
災
ご
み

の
処
理
は
自
己
責
任
で
お
願

い
す
る
方
策
以
外
は
考
え
ら

れ
な
い
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

新
知
事
の
県
営
名
古
屋
空
港

の
管
理
運
営
に
つ
い
て

AA QQ

気持ちよく利用したい供用施設

AA

一部事務組合管理者、議員報酬

北名古屋水道
北名古屋衛生
西春日井広域
尾張東部聖苑
尾張農業共済

８万４千円
組合名 管理者

同
同
なし
なし

議員

同
同

年 ６万６千円年

７,１００円
７,２００円

日当
日当

AA

QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.116　平成23年5月1日
14

とよやま議会だよりNO.116　平成23年5月1日
15



TOYOYAMA GIKAI DAYORI

題字は 柚原 蓮さんの作品です

議会だより

発行：愛知県豊山町議会

今日から1年生ドキドキするな～（志水小学校）

平成23年5月1日

3月定例会
NO.116利用して生かそう県営名古屋空港

学生が利用しやすいタウンバスに
23年度予算を可決
11人の議員が一般質問
県営名古屋空港の活性化
予防医療への更なる取組みで、医療費抑制を
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読者
コーナー

昨今、企業では英語を公用語にしている会社

が増えています。楽天、ユニクロしかりで、これ

からも増えていくことでしょう。私はアメリカか

ら帰国して６年経ちました。

帰国後、ずっと子供達に英語を教えていま

す。子供達には良い意味で毎日驚かされること

ばかりです。

最近私は子供達に英語でストーリーを考えさ

せています。すると皆は私がびっくりするような

話を英語で作ってくれます。

私は海外旅行に行く度、英語が話せて良かっ

たと実感します。私には英語以外、特技はありま

せんが、今の子供達の中には音楽、スポーツ、芸

術等様々な才能を持った子供達

がたくさんいます。英語はその子

供達がやがて世界へ羽ばたく時

の貴重な道具になると思います。

これからも子供達の果てしない

可能性を信じ、夢を支え、そして

共に学んでいきたいと思います。

■委 員 長　粟田　昌子

■副委員長　今村　一正

■委　　員　安藤　春一

　　　　　　坪井　武成

　　　　　　尾野　康雄

青山　河村 美紀さん

編集委員
編集後記
１期４年、年４回の議会だより作成に携
わりました。不慣れな私達でしたが、研修
会に参加したり他町の編集委員会を訪問
したりして研さんを積みました。わかりや
すく、読みやすい「住民のための住民の広
報」を目指してきました。
トピックス欄を設けたり、反対・賛成の討
論も載せました。ご感想は如何でしょうか。

毎回、児童の活気に満ちた写真で表紙
を飾ってくださった３小学校の先生方、あ
りがとうございました。また、読者コーナー
に寄稿してくださった方々に感謝申し上げ
ます。
次回からは新議員による議会だよりを

お届けします。
４年間、ご愛読頂きありがとうございま

した。

１日目は牧之原市を訪問し、空港を利活用した地域づくりとして、
①お茶流通拠点事業、②アジアンテイスト事業、③エアポートエコ
ミュージアム事業、④新幹線静岡空港駅の設置と４つ構想で、空港利
用促進計画を策定している。この計画を実施していくには、地域と企
業などの協働していく必要があると説明を受けた。
２日目は、富士山静岡空港を訪問し、路線の運行は、
国内線が７路線９往復、国際線は２路線１８往復など空
港の概要説明を受けた。午後からは、㈱フジドリームエ
アラインズ（ＦＤＡ）を訪問し、会社の概要説明を受け、
その後の意見交換で利用促進と路線存続のため、行
政と協力することを確認した。

視察研修報告 空港の利用促進、路線存続に向けて

（株）フジドリーム
エアラインズ

フライト
シミュレーター

平成２３年２月１日（火）から２日（水）
静岡県牧之原市役所　富士山静岡空港㈱
㈱フジドリームエアラインズ

と　き
場　所
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